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○誘導区域及び誘導施設の検討方針について 
 

誘導区域や誘導施設は、立地適正化計画の根幹となる施策の一つです。 

特に、誘導区域の設定に当たっては、まちづくりの方針を基本としながら、届出制度や今後の誘

導施策等の対象区域となることを前提として、将来の人口等の見通しなどを踏まえつつ現実的に誘

導可能な区域とすることが必要です。 

 

（現時点で検討を想定する誘導区域等の区分及び区域の概要・設定方針） 

区 分 区域の概要・設定方針（案） 

用途地域  

 

居住誘導区域 

・人口集中地区及び最大浸水想定区域を勘案（最大浸水
想定区域が比較的広範囲。可とする浸水水位を慎重に
検討。）。 

・インフラ等の維持、誘導施策等により、持続的に良好
な居住環境の形成・保全が可能な区域。 

・上記を踏まえつつ、将来に渡り一定の人口密度の維持
が可能な区域。 

 

都市機能誘導区域  

 

中心・地域医療拠点 

・中心市街地活性化計画区域を参考。 

・地域の子育てや健康な暮らし支える様々な都市機能を
誘導する区域で、地域医療の拠点となる区域。 

・対象とする誘導施設の位置を勘案。 

学術拠点 

・山形大学や米沢栄養大学、米沢女子短期大学の区域。 

・文化・学術・産業・研究等の交流を推進するととも
に、大学等の学生や教員等の居住を強力に誘導する都
市機能としての位置付け（「学園都市」を強調。）。 

行政拠点 

・市庁舎、国県庁舎、文化センター、体育施設等の行政
施設が集積する区域。 

・行政や防災拠点等を中心とした都市機能を維持する区
域。 

誘導区域外 
・積極的な居住誘導は行わないが、一般市街地として従
来と同じように居住が可能な区域。 

用途地域外 ・周辺住民のコミュニティ活動を支援する区域。 

 

 

（誘導区域の概略図） 
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参考図：洪水浸水想定区域（想定最大規模） 

 

誘導施設の設定に当たっては、まちづくりの方針を基本に、誘導区域の設定方針に沿いながら、

下図を参考に検討します。 

 


